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教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 

《学部》 

心理学Ⅰ，心理学Ⅱ，心理学研究法Ⅰ，心理学研究法Ⅱ，心理検査法Ⅰ，心理検査法Ⅱ，

心理学実験演習Ⅱ，身体ｱﾌ゚ ﾛー ﾁと臨床動作法，肢体不自由教育の理論と実際 

社会福祉学演習Ⅱ,卒業論文指導 

《大学院》 

臨床心理査定演習Ⅰ，臨床心理査定演習Ⅱ，臨床心理実習 

教育方法の実践例 

 

教材の開発 

 

教育改善活動等 

１．教育方法の実践例 

(1)「臨床心理実習」（大学院修士２年：臨床心理ｺ ｽー） 

「障害児教室」の実施を通した臨床実践学習：1997(平9)年度～現在 
大学周辺地域在住の障害児・者およびその家族を大学に招き、年６～７回「障害児教室」を

実施した。院生が、障害児・者との基本的なかかわり方を習得し、専門的な援助法である臨

床動作法を体験的に学習することができ、さらに障害児とその家族との交流を深め、臨床技

能の向上を図った。 

(2) 「社会福祉学演習Ⅱ」（社会福祉学科３年） 

体験型学習である構成的ＥＧの授業への導入：2004(平16)年度～現在 
体験型学習として、構成的エンカウンター・グループのエクササイズを導入した。構成的エ

ンカウンター・グループの技法を学ぶとともに、実際、学生自身の体験として自己理解や他

者理解が進み、相互交流が活発になった。 

(3) 「心理学研究法Ⅰ」（社会福祉学科２年） 

授業の双方向性を高めるためのＥメールの活用：2003(平15)年度～現在 
授業を通じて考えたこと等をレポートとしてＥメールを利用して提出させ、受講者全員のレ

ポートを次回の授業において配布した。授業の双方向性が高まるとともに、学生の意欲、関

心、表現能力を高めることを可能とする教育方法であった。 

(4)「心理学Ⅰ・心理学Ⅱ」（社会福祉学科１年） 

 聴覚障害のある学生に対応するPP、講義シートの導入：：2003(平15)年度～現在 
心理学Ⅰ・心理学Ⅱにおいて、学生の理解を深めるために視聴覚的な資料を提示したり、学

生参加型の授業を実践したりするためにパワーポイントを、聴覚障害のある学生への工夫を

加えて導入している。また、導入にあたり、学生の理解を深めるための「考えてみよう！」

や学生間のノート・テイキング技術の差を埋めるための講義シートも作成し、導入した。 

(5)「社会福祉援助技術演習Ⅰ」（社会福祉学科３年） 

対人援助技術獲得のためのビデオシステムの活用：2005(平成17)年～2006(平成18)年度 
ロールプレイを行う際にビデオシステムを活用し、ソーシャルワーカーとしてのトレーニン

グをより客観的に行うことができるようにした。 

２．教育改善活動 
(１)学科内ＦＤの企画・運営：2008（平20）年３月 

聴覚障害のある学生への対応を念頭に置いて、プレゼンテーションソフトのパワーポイント

による講義資料を作成に関する報告及び検討会を企画運営した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成１９年度～平成２３年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 
単著・ 

共著の別 

発行所・発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

発行又は 

発表の年月 

《学術論文》 

1. バウムテストの教育方法に関する検討 

 

2. Ｅメールを活用した心理学研究法の教育方法に関す

る検討 

 

 

単著 

 

単著 
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2011(平 23)

年 3月 

2011(平 23)

年 3月 

 

 

研究助成等  

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

日本心理臨床学会 

日本教育心理学会 

日本特殊教育学会 

日本リハビリテイション心理学会 

日本催眠医学心理学会 

 


